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平
成
29
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
議
会
で

は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
３

月
21
、
22
、
23
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
各

事
業
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
本
会
議
最

終
日
に
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
に
お
い
て
は
、
個
人

市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
が
、
袖
ケ
浦
駅

海
側
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
等
に
よ

り
微
増
し
て
お
り
、
市
税
合
計
で
対
前
年

度
比
０
・
８
％
、
１
億
７
７
６
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
袖
ケ
浦
駅
海
側

地
区
に
建
設
予
定
の
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
に
係
る
助
成
金
や
、
椎
の
森
工
業

団
地
の
完
成
に
向
け
た
整
備
な
ど
に
よ

り
、
普
通
建
設
事
業
費
が
対
前
年
度
比

23
・
１
％
、
５
億
６
８
３
０
万
３
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
・

橋
梁
の
維
持
補
修
費
が
対
前
年
度
比

２
３
４
・
４
％
、
８
６
０
１
万
５
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度

　
　
　
一
般
会
計
予
算

3
月
定
例
会

会
期
　
2
月
22
日（
水
）
～
3
月
27
日（
月
）

34
日
間

条
例
改
正 
６
件

市
道
路
線
の
変
更
・
認
定 
２
件

平
成
28
年
度
補
正
予
算 

７
件

平
成
29
年
度
予
算 

７
件

人
事
案
件 

２
件

　
　
合
計 

24
件

　

第
３
期
実
施
計
画

及
び
袖
ケ
浦
創
生
プ

ラ
ン
に
掲
げ
た
事
業

を
着
実
に
推
進
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

椎
の
森
工
業
団
地
の
完
成
や
子
育
て
世
代

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
行

政
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
た
め
賛
成
す
る
。

　

58
億
円
の
財
政

不
足
を
補
う
た
め
と

い
っ
て
市
民
の
負
担

を
増
や
し
て
き
た
が
、
市
税
収
入
の
上
振

れ
等
で
大
幅
な
差
異
が
生
じ
て
お
り
、
計

画
に
無
い
基
金
の
積
み
立
て
ま
で
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

削
っ
た
福
祉
を
元
に
戻
さ
な
い
な
ど
、
大

本
の
取
組
み
へ
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な

い
た
め
反
対
す
る
。

一
般
会
計
予
算
討
論

賛成
討論

反対
討論
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第３期実施計画、袖ケ浦創生プランなど

目的と内容の適正さを問う

※１万円未満は四捨五入（一部調整あり）

※１万円未満は四捨五入（一部調整あり）

一般会計　支出

投資的経費
３０億
２８２２万円
１２．６％

＊義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費　＊投資的経費：施設整備など、財産として将来的に残るものにかかる経費

人件費
　56億188万円  23.4％
職員給与、共済組合負担金、議員報酬など

扶助費　43億2371万円  18.0％
児童福祉、高齢者福祉、生活保護費など

公債費　10億6311万円  4.4％
地方債の元金・利子償還金

補助費等　22億9792万円  9.6％
補助金、交付金、負担金など 物件費　46億7486万円  19.5％

委託料、需用費など

災害復旧事業費　51万円  0％

普通建設事業費
30億2771万円  12.6％
道路や公共施設などの建設費

経常的繰出金　14億6345万円  6.1％
一般会計から国民健康保険・後期高齢者医療・
介護保険特別会計へ支出するお金

維持補修費　2億7871万円  1.2％
道路や橋梁、学校、庁舎などの維持補修

繰出金　5億8674万円  2.5％
一般会計から経常的操出金以外の
特別会計等へ支出するお金

予備費　1億円  0.4％

投資及び出資金・貸付金
　2億4902万円  1.0％
奨学資金貸付金、高齢者等住宅整備
資金貸付金、中小企業融資資金貸付金など

積立金　3億238万円  1.3％
財政調整基金積立金など

義務的経費
１０９億
８８７0万円
４５．８％

その他の経費
９９億
５３０8万円
４１．６％

合計２３９億 ７000万円

一般会計　収入

合計２３９億 7000万円

自主財源
合計
１６３億
３７８2万円
68.2％

依存財源
合計
７６億３２１8万円
31.8％

＊自主財源：市が自主的に収入する財源　＊依存財源：国や県から定められた額を収入する財源

市税
　130億2796万円  54.4％
市民税、固定資産税、市たばこ税など
繰入金　14億4651万円  6.0％
財政調整基金などを取り崩したお金

繰越金　3億円  1.3％
前年度から繰り越されるお金

分担金及び負担金
　5億1467万円  2.1％
保育料、小中学校給食費等負担金など
諸収入　5億119万円  2.1％
講座受講料、不燃物売却代、健康診断自己
負担分、預金利子、受託事業収入など

使用料及び手数料
　4億7693万円  2.0％
公共施設の使用料、住民票等交付手数料、
ごみ処理手数料など

財産収入　4056万円  0.2％
市有財産貸付収入、基金利子など

寄付金　3000万円  0.1％
ふるさと納税など

その他
　3億7664万円  1.5％
地方特例交付金、地方交付税など
地方譲与税
　3億6600万円  1.5％
国が徴収した特定の税から分配
されるお金
地方消費税交付金
　10億円  4.2％
地方消費税の一部が県から
交付されるお金

県支出金
　15億5878万円  6.5％
市の事業に対し県から交付されるお金

市債
　15億770万円  6.3％
国や銀行から長期に借り入れるお金

国庫支出金
　28億2306万円  11.8％
市の事業に対し国から交付されるお金



4議会だよりそでがうら2017.5

Q
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が
大
変
な
方

も
い
る
。
市
街
地
で
事
業
の
予
定

は
な
い
の
か
。

A
空
白
地
域
は
駅
や
バ
ス
停
か
ら
の

距
離
で
定
義
し
て
い
る
た
め
、
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
停
ま
で

の
移
動
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
生
活

支
援
も
含
め
高
齢
者
福
祉
で
対
応

す
る
な
ど
、
地
域
に
合
っ
た
施
策

を
考
え
ま
す
。

Q
市
外
へ
送
迎
で
き
な
い
か
。

A
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
な
ど
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
市
外
へ
の
送
迎
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
内
の
公
共

施
設
・
病
院
等
に
限
り
運
行
し
て

い
ま
す
。

Q
非
常
用
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
購

入
内
容
は
。

A
ア
レ
ル
ギ
ー
の
７
要
素
・
20
要
素

を
除
い
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
セ
ッ
ト

や
梅
粥
、
ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
乳
児
用
ミ
ル
ク
を
購
入
し
ま
す
。

Q
備
蓄
倉
庫
す
べ
て
に
配
備
す
る
の

か
。

A
市
民
会
館
や
公
民
館
に
備
蓄
し
ま

す
。

◆
非
常
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

震
災
対
策
備
蓄
倉
庫
管
理
費

　
　

６
１
５
万
２
千
円

　総合計画の総仕上げとなる第３期実施計画の中間年度である平成29年度予算に対し、予算審査特別委
員会では、施政方針や未来をひらく袖ケ浦創生プランに関連した事業を中心に質疑が行われました。
　質疑は抜粋して掲載しています。

※そのほかの質疑については、６月頃からホームページで会議録を閲覧できますので、
　ぜひご覧ください。金額は、質問の内容を含む事業全体の金額です。

平成29年度予算
気になる事業

Q
２
２
０
万
円
の
増
額
理
由
は
。

A
平
岡
線
、
馬
来
田
線
は
車
両
償
却

費
増
に
よ
り
補
助
金
が
増
額
、
の

ぞ
み
野
長
浦
線
は
利
用
者
が
３
千

人
増
加
で
減
額
、
代
宿
団
地
袖
ケ

浦
Ｂ
Ｔ
線
は
前
年
並
み
で
す
。

Q
利
用
者
増
の
た
め
、
利
便
性
を
重

視
し
て
増
便
し
な
い
か
。

A
バ
ス
事
業
者
と
適
宜
運
行
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
覧
板
等

で
時
刻
表
や
免
許
証
自
主
返
納
者

へ
の
優
待
証
の
発
行
な
ど
の
お
知

ら
せ
を
行
い
、
利
用
者
増
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Q
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
は
。

A
平
岡
地
区
と
袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区

も
し
く
は
長
浦
地
区
で
２
カ
所
。

警
察
と
相
談
の
上
決
定
し
ま
す
。

Q
今
後
の
設
置
予
定
は
。

A
毎
年
２
カ
所
の
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
蔵
波
台
、長
浦
駅
前
、

福
王
台
、
蔵
波
中
学
校
周
辺
の

宅
地
開
発
地
区
な
ど
、
犯
罪
の

発
生
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
検

討
し
ま
す
。

◆
バ
ス
を
便
利
に

バ
ス
路
線
整
備
事
業

　
　

４
９
２
６
万
７
千
円

◆
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

防
犯
対
策
運
営
事
業

　
　

１
３
３
１
万
５
千
円

Q
事
業
の
委
託
先
と
研
修
会
の
実
施

に
つ
い
て
。

A
市
内
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
者
５

社
で
す
。
研
修
は
、
妊
産
婦
と
乳

幼
児
の
健
康
や
子
ど
も
の
栄
養
、

食
事
、
子
育
て
世
代
の
親
と
の
接

し
方
な
ど
、
栄
養
士
等
各
専
門
職

と
連
携
し
、
市
で
行
い
ま
し
た
。

Q
利
用
者
負
担
の
１
時
間
７
０
０
円

は
他
市
と
比
べ
て
適
正
か
。

A
他
市
は
、
８
０
０
円
か
ら
１
２
０

０
円
程
度
で
す
。
な
お
、
非
課
税

世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
減
免
が
あ

り
ま
す
。�

Q
認
可
保
育
園
等
の
開
設
時
期
と
入

所
待
ち
児
童
49
名
の
解
消
は
。

A
長
浦
地
区
の
認
可
保
育
園
は
Ｈ
29

年
12
月
、
袖
ケ
浦
駅
海
側
の
認

定
こ
ど
も
園
は
Ｈ
30
年
４
月
に
開

設
予
定
で
す
。
入
所
待
ち
児
童
は

あ
る
程
度
解
消
で
き
る
見
込
み
で

す
。

Q
兵
庫
県
で
認
定
こ
ど
も
園
の
許
可

取
り
消
し
報
道
が
あ
っ
た
。
県
の

許
認
可
で
市
は
ど
こ
ま
で
立
ち
入

れ
る
の
か
。

A
県
の
指
導
監
査
、
ま
た
給
食
面
で

の
監
査
の
際
に
も
、
市
の
職
員
が

同
行
し
て
い
ま
す
。

Q
事
業
の
対
象
者
と
概
要
は
。

A
生
活
困
窮
世
帯
の
小
４
～
中
３
を

対
象
と
し
て
、
高
校
進
学
を
確
実

に
す
る
た
め
に
学
習
支
援
を
行
い

ま
す
。

Q
交
通
手
段
は
。

A
１
カ
所
で
行
う
予
定
の
た
め
、
市

内
全
域
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
巡
回

さ
せ
る
予
定
で
す
。

Q
増
額
理
由
に
つ
い
て
。

A
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
保

管
し
て
い
る
東
日
本
大
震
災
の
際

に
市
内
で
除
染
し
た
土
を
全
量
処

理
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

Q
処
分
す
る
汚
染
土
壌
の
放
射
線
量

と
処
分
先
は
。

A
平
均
２
１
９
１
ベ
ク
レ
ル
で
、
処

分
先
は
広
島
県
の
予
定
で
す
。

◆
交
通
空
白
地
域

交
通
空
白
地
域
対
策
事
業

　
　

２
２
９
万
１
千
円

◆
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー

産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　
　

１
７
５
万
円

◆
保
育
所
関
係

保
育
所
入
所
待
ち
児
童
支
援
事
業

　
　

１
９
２
万
円

◆
放
射
能
汚
染
土
壌
処
理

大
気
保
全
対
策
事
業

　
　

４
２
０
５
万
８
千
円

◆
学
習
支
援
事
業

　
　

４
３
６
万
９
千
円
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委 員 長 阿津　文男

副委員長 山下　信司

委 員 根本　駿輔
粕谷　智浩
鈴木　憲雄
励波　久子
笹生　　猛

山口　　進
緒方　妙子
佐久間　清
佐藤　麗子

予
算
審
査
特
別
委
員
会

Q
粗
大
ご
み
有
料
化
で
か
か
る
経
費
、

手
数
料
の
見
込
み
は
。
ま
た
、
見

直
し
に
つ
い
て
。

A
戸
別
収
集
の
委
託
費
１
３
９
９
万

６
千
円
、
手
数
料
収
入
は
７
０
１

万
円
の
見
込
み
で
す
。
経
費
の
方

が
多
い
で
す
が
、
今
後
高
齢
化
等

に
よ
り
戸
別
収
集
の
需
要
が
増
加

す
る
と
考
え
る
た
め
、
現
状
維
持

と
し
ま
す
。

Q
木
の
枝
を
粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ

な
い
た
め
に
、
細
か
く
し
て
袋
に

入
れ
て
い
る
。
縛
っ
て
出
せ
る
よ

う
戻
さ
な
い
か
。

A
粗
大
ご
み
を
有
料
化
し
た
の
で
、

燃
せ
る
ご
み
と
し
て
出
す
場
合
は

袋
に
入
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

Q
防
護
柵
の
設
置
は
３
戸
以
上
で
な

い
と
補
助
さ
れ
な
い
。
１
戸
で
も

対
象
と
し
な
い
か
。

A
効
果
的
に
行
う
た
め
、広
い
範
囲
、

で
き
れ
ば
地
域
全
体
で
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
１

戸
で
は
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

Q
講
習
会
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
内

容
は
。

A
獣
害
対
策
講
演
会
で
生
態
や
被
害

の
防
止
策
を
学
び
、
対
策
技
術
実

習
で
捕
獲
方
法
等
を
学
び
ま
す
。

ま
た
モ
デ
ル
地
域
を
選
定
し
、
他

地
区
の
人
も
含
め
て
多
様
な
視
点

か
ら
対
策
を
検
討
す
る
予
定
で

す
。

Q
食
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
事
業
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

A
米
粉
を
使
っ
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
や
天
ぷ
ら
粉
を
開
発
し

ま
す
。
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

も
考
え
て
い
ま
す
。

Q
そ
で
が
う
ら
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
７

の
開
催
場
所
は
。

A
ゆ
り
の
里
、
袖
ケ
浦
公
園
で
開
催

予
定
で
す
。

Q
な
ぜ
開
発
し
た
レ
シ
ピ
を
学
校
給

食
に
使
わ
な
い
の
か
。

A
地
産
地
消
の
推
進
か
ら
、
教
育
委

員
会
と
協
議
し
ま
す
。

Q
誘
致
の
進
捗
状
況
は
。

A
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
の
出
展
や

県
の
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

行
い
、
十
数
社
へ
企
業
訪
問
し
ま

し
た
。
３
月
28
日
に
半
分
の
区
画

の
入
札
を
行
い
ま
す
。

Q
全
体
で
５
年
計
画
だ
っ
た
が
、
２

年
程
度
で
全
部
決
ま
る
の
か
。

A
３
月
末
の
入
札
で
は
、
７
区
画
に

対
し
て
11
社
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

い
ま
す
。
Ｈ
29
年
９
月
の
入
札
で

８
割
以
上
が
決
ま
る
の
で
は
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q
消
防
団
員
の
人
数
の
増
減
は
。

A
Ｈ
28
年
度
と
比
較
し
19
名
の
減

で
す
。

Q
処
遇
改
善
の
話
が
あ
っ
た
が
、
報

酬
の
検
討
は
。

A
Ｈ
30
年
度
か
ら
報
酬
を
引
き
上
げ

る
よ
う
検
討
中
で
す
。

Q
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
業
費
80
万
円
の

内
容
は
。

A
研
究
者
の
講
演
や
、
県
内
の
他
の

貝
塚
の
事
例
を
交
え
、
山
野
貝
塚

の
特
徴
を
際
立
た
せ
ま
す
。

Q
国
史
跡
指
定
に
向
け
て
順
調
に
進

ん
で
い
る
の
か
。

A
順
調
で
す
。
全
域
が
史
跡
指
定
と

な
る
よ
う
、
今
後
も
地
権
者
の
同

意
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

Q
準
要
保
護
児
童
・
生
徒
へ
の
入
学

準
備
金
の
金
額
と
支
給
時
期
は
。

A
小
学
校
は
年
額
２
万
４
７
０
円
、

中
学
校
は
２
万
３
５
５
０
円
で
す
。

支
給
時
期
は
７
月
と
12
月
で
す
。

Q
入
学
準
備
金
は
２
月
頃
に
前
倒
し

で
き
な
い
の
か
。

A
財
政
課
や
関
連
課
と
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

Q
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
工
事
内
容

は
。

A
天
井
の
形
状
が
特
殊
な
た
め
、
本

来
吊
り
天
井
の
撤
去
新
設
が
望
ま

し
い
で
す
が
、
事
業
費
が
多
額
に

な
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
照

明
の
落
下
防
止
を
行
い
ま
す
。
ホ

ワ
イ
エ
は
天
井
を
撤
去
し
、
耐
震

天
井
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
し
ま

す
。

Q
工
期
と
利
用
者
へ
の
周
知
は
。

A
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
半
年
間
、

大
ホ
ー
ル
の
使
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
施
設
利
用
団
体
へ
は
個

別
に
連
絡
し
、
一
般
利
用
者
へ
は

Ｈ
28
年
12
月
か
ら
周
知
し
て
い
ま

す
。

◆
イ
ノ
シ
シ
対
策

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

　
　

２
０
６
４
万
１
千
円

◆
粗
大
ご
み
有
料
化

ご
み
処
理
事
業

　
　

９
億
６
０
２
０
万
７
千
円

◆
消
防
団
処
遇
改
善

消
防
団
活
動
運
営
事
業

　
　

５
３
７
２
万
２
千
円

◆
食
で
ま
ち
の
活
性
化

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
費

　
　

５
７
８
万
７
千
円

◆
山さ

ん
や野

貝
塚
保
存
活
用
事
業

　
　

４
１
９
万
６
千
円

◆
市
民
会
館
耐
震
対
策

社
会
教
育
施
設
吊
天
井
等
耐
震
対
策
事
業

　
　

６
８
５
１
万
４
千
円

◆
就
学
援
助
入
学
準
備
金 

小
・
中
学
校
要
保
護
及
び

準
要
保
護
児
童
・
生
徒
援
助
費

　
　

３
３
１
７
万
８
千
円

◆
椎
の
森
工
業
団
地
誘
致

椎
の
森
工
業
団
地
企
業
誘
致
推
進
事
業

　
　

９
７
万
７
千
円

箱罠によるイノシシの捕獲
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　平成29年度の各特別会計及び水道事業会計予算についても、予算審査特別委員会及び本会議において審議し、
可決しました。
　介護保険特別会計では、介護サービス費が全般的に増加し３億１千100万円の増額です。公共下水道事業特別
会計では、椎の森工業団地の工事等により３億１千900万円の増額となりました。
　国民健康保険特別会計及び水道事業会計は減額となりましたが、他の特別会計において増額となり、一般会計
を除いた対前年比で５億７千600万円、３.５％の増額となっています。　

Q
国
保
税
引
上
げ
に
つ
い
て
伺

う
。

A
繰
越
金
が
生
じ
た
こ
と
か
ら

見
送
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
給

付
費
の
増
加
が
続
く
と
、
引
上

げ
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

Q
生
活
習
慣
の
改
善
支
援
の
内

容
は
。

A
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
腹
囲

や
B
M
I
、
血
糖
値
、
血
圧
、
タ

バ
コ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
指

導
と
支
援
を
行
い
ま
す
。
５
千

人
中
約
７
百
人
が
対
象
で
、
一

番
の
目
標
は
腎
臓
病
を
予
防
す

る
こ
と
で
す
。

Q
健
康
診
査
の
助
成
金
増
額
の

理
由
は
。

A
H
28
年
度
当
初
は
５
５
０
人

の
予
定
で
し
た
が
、
実
績
と
し

て
約
90
人
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
年
度
予
算
は
６
４
０

人
で
計
上
し
ま
し
た
。

Q
人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
診
の

基
本
内
容
は
同
じ
。
補
助
金
額

は
い
く
ら
か
。

A
人
間
ド
ッ
ク
は
３
万
４
０
０

０
円
、
特
定
健
診
は
８
２
７
２

円
で
す
。

Q
Ｈ
27
年
度
に
制
度
改
正
が
あ

っ
た
が
、
待
機
者
数
の
変
化
に

つ
い
て
。

A
改
正
前
は
約
２
２
０
人
程
度
、

改
正
に
よ
っ
て
50
人
程
度
減
少

し
て
い
ま
す
。

Q
低
所
得
の
施
設
入
所
者
へ
の
補

助
要
件
と
実
態
把
握
に
つ
い
て
。

A
預
貯
金
要
件
が
あ
り
、
本
人

の
み
は
１
千
万
円
ま
で
、
配
偶

者
が
い
る
場
合
は
２
千
万
円
ま

で
で
す
。
申
請
の
際
に
通
帳
の

コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

未
申
請
者
を
含
め
た
影
響
人
数

の
把
握
は
、
し
に
く
い
状
況
で

す
。

Q
一
般
介
護
予
防
事
業
費
の
減

額
理
由
は
。

A
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
職
の

方
の
協
力
で
、
効
果
的
な
指
導

助
言
を
行
う
新
規
事
業
の
開
始

に
伴
い
、
ガ
ウ
ラ
ン
ド
で
の
シ

ニ
ア
元
気
塾
を
廃
止
し
た
こ
と

が
主
な
理
由
で
す
。
ほ
か
に
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
説
明
会
用

の
お
も
り
付
き
リ
ス
ト
バ
ン
ド

の
充
足
に
よ
る
減
額
や
、
介
護

予
防
に
取
組
む
自
主
グ
ル
ー
プ

へ
の
補
助
金
を
実
績
に
基
づ
き

減
額
し
ま
し
た
。

Q
４
市
の
統
合
広
域
化
の
現
状

は
。

A
広
域
化
の
計
画
期
間
や
交
付

金
の
見
直
し
、
４
市
の
出
資
金
の

調
整
、
Ｈ
29
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど
、
今
後
議
会
に
対
し

て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

Q
統
合
広
域
化
負
担
費
増
額
の

内
訳
は
。

A
広
域
化
の
認
可
申
請
書
作

成
業
務
委
託
２
５
９
万
円
、
事

業
評
価
等
の
作
成
業
務
委
託

２
１
１
万
円
、
広
域
化
し
た
場

合
、
４
市
が
集
約
す
る
木
更
津

市
水
運
用
総
合
セ
ン
タ
ー
改
修

の
た
め
の
実
施
設
計
委
託
が

３
１
３
万
円
で
す
。

Q
統
合
あ
り
き
で
動
い
て
い
る

の
か
。

A
基
本
計
画（
案
）等
が
統
合
協

議
会
で
了
承
さ
れ
た
あ
と
、
議

会
説
明
、
住
民
説
明
を
経
て
、

市
長
が
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

統
合
す
る
と
決
定
し
た
場
合
は
、

H
29
年
度
中
に
基
本
協
定
の
締

結
、
H
31
年
度
に
統
合
す
る
計

画
で
す
。

平成29年度　特別会計予算 平成29年度　水道事業会計予算

※資本的収入額に対して不足する5億4700万円は過年度分損益勘定留保
資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額から補てん予定。

会計名 予　算
国民健康保険 78 億 8100 万円
後期高齢者医療 5 億 3000 万円
介護保険 41 億 3200 万円
農業集落排水事業 1 億 8900 万円
公共下水道事業 17 億 4500 万円

区　分 収　入 支　出
収益的収入及び支出 20 億 300 万円 19 億 8300 万円
資本的収入及び支出 2 億 1400 万円 7 億 6100 万円

国
保
会
計

介
護
会
計

水
道
会
計

平成29年度特別会計予算 特別会計� 144億7700万円
水道事業会計� 27億4400万円
� （支出合計）介護会計、公下会計が３億円以上の増

国保会計は7800万円の減

※特別会計とは、一般会計に対し、特定事業など収入・支出を個別に処理
　する会計のことです。
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—
常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
—

Q
市
有
土
地
貸
付
収
入
増
の
理
由
に
つ
い
て
。

A
南
袖
の
旧
火
葬
場
建
設
予
定
地
の
貸
付
に

つ
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
形
式
で
の
入
札
の

結
果
、
貸
付
使
用
料
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

Q
妊
婦
乳
児
保
険
指
導
等
事
業
の
増
額
に
つ

い
て
。

A
健
診
に
つ
い
て
当
初
７
０
０
０
件
を
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
４
０
０
件
の
増
加
見
込

み
と
な
り
ま
し
た
。

Q
高
齢
者
等
家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
事
業

の
利
用
件
数
が
低
い
理
由
は
。

A
H
28
年
度
は
７
件
で
す
。
取
付
助
成
の
あ

り
方
の
検
討
や
、
周
知
の
工
夫
も
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

Q
火
葬
場
整
備
事
業
の
増
額
に
つ
い
て
。

A
基
本
構
想
策
定
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性

調
査
業
務
委
託
費
７
３
４
万
４
千
円
を
４
市

で
均
等
に
負
担
す
る
も
の
で
す
。

Q
ゆ
り
の
里
改
修
工
事
費
の
増
額
に
つ
い
て
。

A
補
助
金
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
増
額
す

る
も
の
で
、
主
に
H
29
年
11
月
か
ら
H
30
年

３
月
に
売
り
場
の
拡
張
を
行
い
ま
す
。

平成28年度

中
小
企
業
融
資
資
金
貸
付
条
例
一
部
改
正

創
業
資
金
を
新
設

一般会計補正予算 ３億３千８５９万５千円の減額

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
主
に
次
の
事
項
に
つ
い

て
、
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
に
お
い
て
討
論
が
あ
り
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①
個
人
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
期
限
を
２
年
間
延
長
し
ま
す
。

②
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
法
人
税
割
の
税
率
が
９
・

７
％
か
ら
６
・
０
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

③
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
に
合
わ
せ
て
、
軽
自
動
車
税

に
環
境
性
能
割
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
執
行

残
の
減
額
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
査
し
た
総
務

企
画
常
任
委
員
会
で
は
、
減
額
理
由
の
ほ

か
、
一
部
の
歳
入
歳
出
の
増
額
理
由
や
事

業
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

中
小
企
業
融
資
資
金
貸
付
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。　

　

現
在
千
葉
県
で
は
、
中
小
企
業
数
が
10

年
間
で
７
０
０
０
社
も
減
少
し
て
お
り
、
市

内
の
新
規
創
業
件
数
は
年
間
５
件
程
度
と

の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
従
来
の
独
立
開
業
資
金
は

限
度
額
が
３
０
０
万
円
で
し
た
が
、
創
業
資

金
は
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
運
転
資
金
で

５
０
０
万
円
、
設
備
資
金
で
１
５
０
０
万
円

の
合
計
２
０
０
０
万
円
ま
で
融
資
が
受
け
ら

れ
、
限
度
額
内
で
あ
れ
ば
、
追
加
融
資
も
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

主
に
３
つ
の
改
正
に
つ

い
て
、
個
人
市
民
税
は
、

住
宅
借
入
金
の
、
税
額
控

除
の
適
用
期
限
が
２
年
間

延
長
さ
れ
、
納
税
者
に

と
っ
て
有
利
に
な
る
改
正
。

法
人
市
民
税
は
、
地
方
税

法
に
則
っ
た
適
正
な
改
正
。

軽
自
動
車
税
は
、
自
動
車

取
得
税
の
廃
止
に
合
わ
せ
、

取
得
時
の
税
目
が
変
わ
る

も
の
で
納
税
者
の
負
担
増

に
は
な
ら
な
い
。
い
ず
れ

の
改
正
内
容
も
適
正
な
こ

と
か
ら
賛
成
す
る
。

　

法
人
市
民
税
減
税
は
、

９
・
７
％
を
６
・
０
％
に

減
税
す
る
内
容
で
、
平

成
28
年
度
の
収
入
見
込

額
を
基
に
税
収
を
試
算

す
る
と
、
本
市
の
収
入

は
２
億
５
０
０
０
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
、
交
付
金

措
置
分
を
相
殺
し
て
も

１
億
８
０
０
０
万
円
の
減

収
見
込
み
と
な
る
。
政
府

は
地
方
創
生
と
言
い
な
が

ら
、
実
際
に
は
税
収
を
マ

イ
ナ
ス
に
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
た
め
反
対
す

る
。

賛成

反対

市税条例等の一部改正で討論

　平成 29 年３月 31 日
付けで川島悟教育長が
辞任したことに伴い、
３月定例会において、
御園朋夫氏の教育長任
命が全員賛成で同意さ
れました。
　任期は平成 29 年４
月１日から平成 31 年
３月 12 日までです。

新教育長　決まる

教育長　御園　朋夫
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原案・修正案に
10人の討論

残土条例　10対11で否決
規制は必要としながらも、周辺住民の承諾における法的根拠と市の監視体制に疑問

　
袖
ケ
浦
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌

の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
３
月
13
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
議
員
か
ら
の
修
正
案
提
出

や
、
多
く
の
質
疑
、
討
論
の
の
ち
、
修
正
案
、

原
案
と
も
に
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
上
程
さ
れ
た
改
正
案
は
、
県
条
例
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
再
生
土
や
改
良
土
な
ど
に

よ
る
埋
立
て
等
を
規
制
の
対
象
と
し
、
土
砂
等

の
安
全
基
準
の
見
直
し
や
災
害
の
発
生
を
防
止

す
る
技
術
的
基
準
の
強
化
を
図
っ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
特
定
埋
立
事
業
（
３
千
㎡
以
上
）

で
は
、
埋
立
て
区
域
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以

内
に
居
住
す
る
世
帯
主
の
８
割
以
上
の
承
諾
を

得
る
こ
と
を
許
可
の
要
件
に
加
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
25
年
に
同
条
例
改
正
案
が
上

程
さ
れ
た
際
に
も
議
論
が
集
中
し
た
「
周
辺
住

民
の
承
諾
に
係
る
条
項
」
が
、
今
改
正
案
で

も
同
様
に
埋

立
て
許
可
の

要
件
と
な
っ

て
い
る
こ
と

か
ら
、
４
年

間
検
討
し
て

き
た
経
緯
な

ど
も
含
め
て
、

質
疑
が
集
中

し
ま
し
た
。

恣意的運用が可能な修正案に反対
　平成22年に高谷区、土地改良区、水利組合等から良質な
水と食の安全安心のため、高谷特定事業残土埋立て許可の
反対を求める陳情が提出された。現行条例では書類が調え
ば許可を止めることは困難。そのために原案には周辺住民
の承諾条項が入っているが、修正案は隣接土地所有者や周
辺住民の承諾を削除するもの。修正案は恣意的な運用が可
能で、不備な点があり行政が運用する条例とはならないた
め反対する。

自然と農業を守るための条例案
　これまでも残土埋め立てをめぐるトラブルがあとを絶
たず、農業従事者などの「米を守ろう、地域の自然を守ろ
う」という住民運動のもとで決議の可決や条例案の提出に
つながっている。経済的活動を無視したり、残土埋立てを
一切禁ずる条例案ではない。300m以内８割住民の同意、適
正な埋立てを認め、再生土なども基準を設ける内容で地域
の住民、環境を守る一歩となると考え、賛成する。

修正案に反対 原案に賛成

住民の安心安全のため同意は当然
　現条例は住民の同意が許可要件となっていないため、い
くら住民が反対しても、書類が調ってさえいれば許可が下
り、住民とのトラブルが後を絶たない。近年は残土条例の
対象とならない改良土による埋立てが行われ、崩落や環境
への影響が懸念されている。本市の置かれている状況を考
えれば、市が地域の問題として規制を強化するのは当然な
ので、賛成する。

原案に賛成

市民の声を反映させるべき
　規制対象外となっている再生土埋立ては県内で85件以上
あり、その内、県の指導で届出をしたのは６件のみと、各地
で問題となっている。修正案は300ｍ８割同意が財産権を制
限するとして削除されているが、憲法上財産権よりも人格
権は上に立つもの。袖ケ浦の豊かな農地、自然環境を後世
にわたり維持していくため、市民の声を反映する市独自条
例の制定は、市民の願いであり、早急に制定する必要があ
ると考え、修正案に反対し、原案に賛成する。

原案に賛成・
修正案に反対周辺住民の安全確保と承諾は必要！

　市独自の調査、見回り等の対応を強化するとともに、県
と一緒に監視を行っていくとのこと。原案は地域住民の安
全を守るため、地域住民の声を反映させたもので再生土
等の規制を盛り込み、土壌の安全基準をさらに厳しくした
内容が追加されている。最重要かつ、条例改正の核である、
周辺住民の意思を確認できうる承諾条項を削除したことに
より、許可要件が甘くなることから修正案に反対し、原案
に賛成する。

原案に賛成・
修正案に反対

残土の埋立事業場を視察
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議案説明不十分　住民も議会も軽視
　本条例審議にあたり、立法事実について様々な場面で
説明を求めたが、会派説明会では「後で説明します」とし
ながら説明がなかった。また、大綱質疑では質問に答えな
かったことなど、立法事実に関して不十分な説明であった。
　さらに、このような不誠実な態度は議会軽視であり、住
民軽視であると考え、本議案に反対する。

適法性の立証がない同意は削除　
　他市が適用しているなど、あいまいな理由に基づく同意
条項を削除し、条例の適法性を持たせるもの。安全基準や
管理体制について論ずるべき。重要なことは、市民が憲法
に適した権利を持ち、市は条例制定者としての責任の下、
市民と共に同じ目的を持って歩んでいくことであり、その
姿こそ、市長の目指す市民協働のあり方ではないか。以上
の理由から修正案に賛成する。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
　
残
土
で
質
疑
集
中

原案に反対

修正案に賛成

修正動議の内容
　訴訟リスクや財産権の侵害が懸念される「周
辺住民への承諾」を「説明会の開催」に変更。
説明会への市職員の立ち合いを追加し、説明が
不十分な場合など事業者に対し適切な対応を求
めることができるとしました。

行政の責務として市の規制強化を
　住民同意は安全の基準、担保にならない。土壌汚染や災
害発生を防ぐために、安全基準の適正化、監視パトロール
の強化などが重要。市が許可権者として主体的に市民の安
心安全を守ることが責務であり、それができていないから
住民が不安に感じている。原案は、同意条項の違法性を含
め、市民に損害を与えかねないリスクが存在するため、同
意条項を削除した修正案に賛成する。

修正案に賛成

責任を市民に押し付けないで！！
　高齢化が進み山林や谷津田などの管理ができず、土地を
有効に活用したい住民にとって財産権の侵害にあたること。
何も知らずに、だまされたり、勝手に産業廃棄物を埋め立
てられてしまった地権者に対して、過剰な責任を負わせて
しまうこと。本来国、県、市が許可権者として責任をとら
なければならないにも関わらず、住民を実質的な許可権者
にすることで、訴訟リスクを住民に負わせることになるこ
となどから本議案に反対する。

原案・修正案
に反対

憲法改正より厳しい８割以上の同意
　平成25年の否決時にも近隣住民の承諾が反対理由となっ
ていたが、本改正案でも変更なく上程されている。８割の
同意は憲法改正の要件より厳しい。残土の埋立てを防止又
は禁止している条例といえる。県は、今後の運用が混乱す
る恐れがあるため、再生土等を条例の対象とせず、別で指
針を定めた。指針に法的な強制力はないが、今後の県の動
向を見守るべきと考えることから、原案、修正案に反対す
る。

原案・修正案
に反対

　

３
月
８
日
に
行
わ
れ
た
建
設

経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
委
員
提

出
の
修
正
案
否
決
後
、
原
案
可
決
。

以
下
、
主
な
質
疑
で
す
。

Q
４
年
前
の
否
決
以
降
、
再
度
上

程
に
至
っ
た
経
緯
は
。

A
近
年
の
、
市
内
で
の
埋
立
て
状

況
の
変
化
か
ら
新
た
な
規
制
を
加

え
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
同
様
、
周

辺
住
民
の
承
諾
を
許
可
要
件
と
す

る
こ
と
で
、
地
域
住
民
と
事
業
者

等
と
の
紛
争
を
な
く
し
、
よ
り
安

全
に
事
業
が
進
む
と
考
え
ま
し
た
。

Q
財
産
権
を
制
限
す
る
可
能
性

に
つ
い
て
、
多
様
な
面
か
ら
検
証

し
た
か
。

A
財
産
権
の
内
容
は
、
公
共
の
福

祉
に
適
合
す
る
よ
う
定
め
る
と
規

定
さ
れ
、
本
条
例
は
市
民
の
生
活

環
境
と
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
事

業
者
の
経
済
活
動
や
土
地
所
有
者

の
権
利
も
あ
る
中
、
他
市
を
参
考

に
し
、
周
辺
住
民
の
８
割
以
上
の

承
諾
を
得
る
こ
と
は
必
要
だ
と
判

断
し
ま
し
た
。

Q
住
民
の
承
諾
を
得
る
こ
と
に

対
し
、
住
民
・
事
業
者
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

A
事
業
者
は
地
域
住
民
等
へ
の

埋
立
て
事
業
の
計
画
を
十
分
丁
寧

に
説
明
し
、
住
民
も
そ
の
事
業
内

容
を
十
分
理
解
す
る
こ
と
で
安
心

で
き
ま
す
。
事
業
者
も
住
民
の
理

解
が
進
み
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
ら
れ

ま
す
。

Q
監
視
強
化
の
内
容
は
。

A
現
在
週
６
日
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
、
適
宜
夜
間
、
早
朝
も
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
監
視
カ
メ
ラ

の
増
設
と
休
日
パ
ト
ロ
ー
ル
の
導

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
県

条
例
の
適
用
除
外
後
も
、
県
と
連

携
し
て
監
視
し
て
い
き
ま
す
。

Q
埋
立
て
を
行
う
土
地
所
有
者

の
責
務
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

A
事
業
者
が
崩
落
の
危
険
性
な

ど
、
市
の
改
善
命
令
な
ど
に
従
わ

な
い
場
合
、
土
地
所
有
者
に
も
責

任
が
生
じ
ま
す
。
契
約
を
結
ぶ
際

に
は
、
土
地
所
有
者
の
責
務
も
あ

る
と
い
う
趣
旨
で
す
。

Q
住
民
の
残
土
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

A
自
然
物
の
土
砂
と
再
生
土
な

ど
の
再
生
資
材
等
の
違
い
を
住
民

が
ど
れ
だ
け
認
識
し
て
い
る
の
か

に
も
よ
り
ま
す
が
、
残
土
が
違
法

に
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
、
基
準
値

を
超
え
る
物
質
が
検
出
さ
れ
る
な

ど
の
報
道
等
に
よ
っ
て
、
負
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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議　案　等

議
決
結
果

付
託
委
員
会

根
本
　
駿
輔

山
口
　
　
進

山
下
　
信
司

粕
谷
　
智
浩

在
原
　
直
樹

小
国
　
　
勇

笹
生
　
典
之

緒
方
　
妙
子

篠
原
　
幸
一

鈴
木
　
憲
雄

佐
久
間
　
　
清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

励
波
　
久
子

佐
藤
　
麗
子

笹
生
　
　
猛

榎
本
　
雅
司

阿
津
　
文
男

塚
本
　
幸
子

福
原
孝
彦（
議
長
）

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
　
　
盛

土砂等の埋立て等による土壌
の汚染及び災害の発生の防止
に関する条例の全部を改正す
る条例の制定

原案
否決

建
設 ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ － ○ ●

修正案
否決 － ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● － ● ●

税条例等の一部を改正する条
例の制定

原案
可決

総
務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○

平成 29 年度一般会計予算 原案
可決

予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○

平成 29 年度国民健康保険特別
会計予算

原案
可決

予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○

平成 29 年度介護保険特別会計
予算

原案
可決

予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○

◆議長は、地方自治法第１１６条の規定により、採決に加わりません。
◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～について』は省略表示してあります。

�○＝賛成��●＝反対




平成 29 年 3 月定例会の議決結果

　３月定例会では、議案 23 件、諮問１件について議決し、23 件について原案のとおり可決されました。
条例の全部改正１件について修正動議が提出され、採決の結果、修正案及び原案は否決されました。
　賛否が分かれた案件は修正案を含み６件でした。

◆全会一致で原案可決・同意された議案◆
○一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
○職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定
○中小企業融資資金貸付条例の一部を改正する条例の制定
○工場立地法に基づき準則を定める条例の一部を改正する条例の制定
○市道路線の変更・認定
○平成28年度一般会計補正予算（第４号）
○平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
○平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
○平成28年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
○平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
○平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
○平成28年度水道事業会計補正予算（第２号）
○平成29年度後期高齢者医療特別会計予算
○平成29年度農業集落排水事業特別会計予算
○平成29年度公共下水道事業特別会計予算
○平成29年度水道事業会計予算
○教育長の任命（御園朋夫氏（新））
○人権擁護委員の推薦（石井菊女氏（再））

詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ�http://www.city.sodegaura.lg.jp　　議会事務局　☎（６２）３４５０

◆賛否が分かれた案件◆

▲議決結果は
こちらから
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在
原 

直
樹　
議
員　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

議会だよりそでがうら2017.5

一般質問

市政を問う99
が
人人

　一般質問とは、市政のあらゆる疑問について、本
会議の場で、市に対し議員が質問や提案を行うものです。
　議員本人がＱ＆Ａを要約し、作成した原稿を、登壇順
に掲載しています。未掲載の内容も含め、一般質問の
様子をホームページで録画配信中ですのでご覧ください。
　会議録は６月頃掲載予定です。

各議員のＱＲコードから一般質問の映像が閲覧できます。
会議録は、ホームページのほか、市役所２階の市政情報室や、
中央図書館、おかのうえ図書館でも閲覧できます。 袖ケ浦市議会 検索

会議録はこちらから　

※
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）…
海
や
川
、池
な
ど
の
水
深
を
深
く
す
る
た
め
に
底
面
の
土
砂
な
ど
を
取
り
去
る
こ
と
。

・
蔵
波
中
学
校
周
辺
の
土
地
開
発
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て

蔵
波
小
学
校
の
直
近
５
カ
年
の

児
童
数
の
推
移
と
、
更
な
る
増

加
を
見
込
ん
だ
今
後
の
対
応
は
。

Ｈ
24
年
度
か
ら
Ｈ
28
年
度
を
比

較
す
る
と
、
32
名
増
加
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
周
辺
の
宅
地
開
発

が
続
く
と
仮
定
す
る
と
、
Ｈ
30
年
度

か
ら
Ｈ
31
年
度
に
か
け
て
児
童
数
が

ピ
ー
ク
と
な
り
、
約
20
人
～
30
人
増

加
し
、
１
学
級
分
程
度
の
教
室
が
不

足
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
不

足
分
の
教
室
は
仮
設
校
舎
に
よ
る
対

応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

仮
設
校
舎
の
教
室
に
は
、
空
調

設
備
を
設
置
す
る
の
か
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
比
較

す
る
と
外
気
の
影
響
を
受
け
る

た
め
、
空
調
設
備
の
設
置
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

蔵
波
中
学
校
周
辺
の
宅
地
開
発

で
は
、
何
戸
増
え
て
何
人
増
え

た
の
か
。

連
た
ん
制
度
な
ど
に
よ
る
宅
地

開
発
は
、
Ｈ
14
年
度
以
降
690
区

画
の
宅
地
開
発
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
、

建
築
確
認
数
は
483
戸
、
約
１
千
160
人

の
人
口
が
増
え
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

蔵
波
中
学
校
周
辺
よ
り
土
地
が

低
い
百
々
目
堰
で
は
、
大
雨
に

よ
る
水
位
の
上
昇
で
水
が
溢
れ
て
い

る
。
雨
水
排
水
の
調
整
池
と
し
て
、

貯
水
容
量
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

百
々
目
堰
は
農
業
用
の
た
め
池

な
の
で
、
調
整
池
と
し
て
の
貯

水
容
量
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫工
事
を
し
て
貯
水
容
量

を
増
や
し
て
い
か
な
い
か
。

百
々
目
堰
の
浚
渫
工
事
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
降
雨
時
の
水
位

や
土
砂
の
堆
積
状
況
な
ど
を
見
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

蔵
波
中
学
校
周
辺
の

開
発
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

QQ

QQQ

AA

AA A

一般質問市政を問う
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励
波 

久
子　
議
員　
（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

前
田 

美
智
江　
議
員　
（
公
明
党
）

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
の
家
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
防
火
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

毎
年
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
宅
を
消
防
職
員
や

女
性
消
防
団
員
、
電
気
・
ガ
ス
事
業

者
が
協
力
し
て
訪
問
し
て
い
ま
す
。

火
の
取
扱
い
や
ガ
ス
器
具
の
状
況
、

電
気
配
線
の
不
具
合
な
ど
専
門
的
知

見
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
防

火
対
策
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

漏
電
に
よ
る
火
災
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
補
助
金
や
助
成
を
行
い
普
及

促
進
を
図
ら
な
い
か
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
の
観
点
か
ら
、
現
時
点
で

は
市
民
を
対
象
と
し
た
漏
電
ブ
レ
ー

カ
ー
の
設
置
費
用
の
助
成
の
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
福
祉
施
策
と
し
て
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
一
部
給
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
貧
困
の
連
鎖
」
の
防
止
を
目

的
と
し
て
H
29
年
度
か
ら
始
ま

る
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

高
校
受
験
を
念
頭
に
基
礎
的

学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

を
対
象
に
公
共
施
設
を
利
用
し
学
習

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
保
護

者
に
対
す
る
養
育
支
援
も
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
経
済
的
支

援
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

ひ
と
り
親
家
庭
に
支
給
さ
れ
る

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、

第
２
子
以
降
の
加
算
額
の
拡
充
を
行

い
、
就
労
目
的
の
給
付
金
支
給
事
業

に
つ
い
て
は
、
利
用
条
件
の
緩
和
を

Ｈ
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

QQ

QQ

AA

A A

高
齢
者
の
火
災
被
害
を
防
ぐ
に
は
！

議会だよりそでがうら2017.5

出
光
興
産
、
九
州
電
力
、
東
京

ガ
ス
の
三
社
で
設
立
し
た
㈱
千

葉
袖
ケ
浦
エ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
石
炭
火

力
発
電
所
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
に
逆
行
し
、
大
気
汚

染
な
ど
健
康
被
害
も
心
配
。
影
響
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

液
化
天
然
ガ
ス
と
比
べ
大
気
汚

染
や
温
室
効
果
ガ
ス
増
加
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
環
境
影
響
評

価
手
続
き
で
、
温
排
水
、
温
室
効
果

ガ
ス
等
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
に

つ
い
て
、
ま
た
近
隣
市
の
石
炭
火
力

発
電
所
建
設
計
画
に
よ
り
、
複
数
の

施
設
計
画
が
あ
る
際
の
評
価
方
法
等

の
明
示
と
事
業
者
へ
の
指
導
な
ど
県

知
事
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

現
状
市
内
で
ど
の
く
ら
い
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
。
産
業
部
門
な
ど
を

一般質問市政を問う

・
施
政
方
針
か
ら
、
本
市
の
取
組
み
に

つ
い
て

・
消
防
行
政
に
つ
い
て

・
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
計
画
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
は

　
　
重
要
な
子
育
て
支
援
！

含
め
た
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
策
定
し
な
い
か
。

国
か
ら
実
効
性
の
あ
る
策
定
の

指
針
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達
の
こ
と

を
考
え
た
ら
、
少
な
く
と
も
燃

料
の
変
更
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

意
見
書
が
い
か
に
反
映
さ
れ
る

か
見
極
め
、
そ
の
上
で
過
大
な

環
境
影
響
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

４
月
の
保
育
所
待
機
児
童
の
見

込
み
と
市
独
自
の
多
子
世
帯
の

保
育
料
軽
減
策
の
実
施
は
。

３
月
時
点
で
49
人
が
入
所
未
決

定
で
す
。
保
育
料
軽
減
策
は
９

月
に
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

QQ

QQ

A

AAA

中
袖
地
区
に
出
力
200
万
kW
の
大
規
模

な
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
計
画

石
炭
火
力
は
問
題
あ
り

　
　
燃
料
変
更
を
求
め
る
べ
き

保
育
所
待
機
児
童
解
消
と

　
　
保
育
料
の
軽
減
を
！
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山
下 

信
司　
議
員　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

篠
﨑 

典
之　
議
員　
（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

議会だよりそでがうら2017.5

一般質問市政を問う

・
市
民
協
働
の
考
え
方
に
つ
い
て

・
木
更
津
市
を
事
業
主
体
と
す
る
火
葬
場

共
同
建
設
事
業
に
つ
い
て

・
ラ
ン
ド
セ
ル
無
償
配
布
の
取
組
み
に
つ

い
て

・
千
葉
県
周
辺
の
大
規
模
地
震
に
対
す
る

防
災
体
制
に
つ
い
て

市
は
、
市
民
活
動
団
体
に
支
援

す
る
が
、
そ
れ
以
上
の
責
は
負

わ
な
い
の
で
は
と
の
懸
念
も
あ
る
。

静
岡
市
の
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

り
、
法
的
に
も
検
討
し
た
ル
ー
ル
を

確
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
協
働
の
条
例
は
、
今
ま
さ

に
専
門
家
、
住
民
の
皆
さ
ん
、

市
で
検
討
中
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
市

民
協
働
の
経
緯
等
も
踏
ま
え
、
研
究

し
、
条
例
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
更
津
市
を
主
体
に
共
同
建
設

す
る
火
葬
場
事
業
の
範
囲
は
。

現
在
、
火
葬
場
本
体
、
附
帯
工

事
等
を
４
市
で
協
議
中
で
す
。

火
葬
場
予
定
地
に
つ
な
が
る
道

路
の
予
定
建
設
費
が
10
億
円
と

聞
く
が
こ
れ
も
事
業
負
担
の
範
囲
か
。

負
担
の
必
要
性
、
範
囲
、
割
合

等
を
４
市
で
協
議
中
で
す
。

施
政
方
針
で
市
民
、
行
政
等
の

役
割
分
担
や
市
民
協
働
の
基

本
を
決
め
る
（
仮
称
）
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
の
制
定
と
あ
る
が
、

市
民
協
働
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

先
駆
性
、
柔
軟
性
、
専
門
性
な

ど
長
所
を
生
か
し
、
適
切
な
役
割
分

担
と
な
る
よ
う
合
意
形
成
を
図
り
、

信
頼
関
係
の
下
で
の
事
業
実
施
が
重

要
で
、
条
例
を
制
定
す
る
中
で
基
本

的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
の
「
平
川
い
き
い

き
サ
ポ
ー
ト
」
移
送
業
務
に
お

い
て
、
市
は
事
故
の
際
の
責
任
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
役
割
分
担
を
定

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
、

責
任
を
負
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
協
働
に
つ
い
て

　
市
の
責
任
な
ど
基
本
的
考
え
方
は

火
葬
場
共
同
建
設
協
議
の
進
捗
は

QQ

Q QQ

AA

AA A

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
取
組
み

を
今
一
度
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
無
償
配
布
は
現

在
の
と
こ
ろ
実
施
も
検
討
も
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

関
東
地
方
に
大
規
模
地
震
が
予

想
さ
れ
る
が
、
そ
の
影
響
と
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

物
的
被
害
は
全
壊
が
620
棟
、
人

的
被
害
は
死
者
10
人
、
重
傷
者

60
人
、
軽
傷
者
390
人
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校

は
耐
震
化
を
完
了
し
て
お
り
、
住
宅

は
Ｈ
32
年
度
に
耐
震
化
率
95
％
を
目

標
と
し
て
、
啓
発
の
方
法
な
ど
を
工

夫
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

袖
ケ
浦
市
の
地
域
防
災
計
画
の
改
定

は
先
進
事
例
を
参
考
に
し
て
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
小
学
１
年
生
の
児
童
を
持
つ

親
に
と
っ
て
ラ
ン
ド
セ
ル
の
価

格
は
数
万
円
と
な
り
、
か
な
り
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
の
負
担

を
軽
く
し
、
子
ど
も
た
ち
が
差
別
感

を
持
た
ず
に
学
校
へ
通
っ
て
も
ら
う

た
め
に
ラ
ン
ド
セ
ル
の
無
償
配
布
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

経
済
的
理
由
で
お
困
り
の
家
庭

に
は
生
活
保
護
制
度
や
就
学
援

助
制
度
に
よ
り
、
学
校
生
活
に
必
要

な
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ド

セ
ル
は
個
人
が
使
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
各
家
庭
の
事
情
も
あ
る
こ
と
か

ら
無
償
で
配
布
す
る
と
い
う
考
え
は

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

茨
城
県
内
で
は
44
市
町
村
中
10

市
町
が
無
償
配
布
を
行
っ
て
い

る
。
袖
ケ
浦
市
で
も
同
じ
規
格
を
検

討
す
れ
ば
、
500
万
円
程
度
で
実
施
で

ラ
ン
ド
セ
ル
無
償
配
布
の

　
　
　
　
　
取
組
み
に
つ
い
て

千
葉
県
周
辺
の
大
規
模
地
震
に

　
　
対
す
る
防
災
体
制
に
つ
い
て

QQ

Q

A

AA
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笹
生　
猛　
議
員　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

根
本 

駿
輔　
議
員　
（
新
風
会
）

議会だよりそでがうら2017.5

一般質問市政を問う

・
受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
災
害
時
を
考
慮
し
た
ト
イ
レ
整
備
計
画

に
つ
い
て

・
そ
で
が
う
ら
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
基
本
方
針
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

市
内
各
駅
の
周
辺
の
路
上
喫
煙

を
防
止
す
る
条
例
を
制
定
す
る

方
針
は
な
い
か
。

罰
則
の
有
無
な
ど
実
効
性
の
面

で
課
題
が
あ
り
、
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
必
要
に
よ
り
検
討
し
ま
す
。

袖
ケ
浦
公
園
、
百
目
木
公
園
以

外
の
小
規
模
公
園
も
禁
煙
と
し

な
い
か
。

灰
皿
は
撤
去
し
ま
し
た
が
、
身

近
な
公
園
と
し
て
子
ど
も
の
利

用
も
多
い
こ
と
か
ら
、
順
次
禁
煙
を

お
願
い
す
る
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

Ｈ
27
年
度
決
算
に
お
い
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
歳
入
額
は
２
千

万
円
強
と
な
っ
て
い
た
が
、
返
礼
品

及
び
関
連
費
用
の
歳
出
額
、
他
市
へ

の
寄
付
に
よ
る
控
除
額
は
。

返
礼
品
代
及
び
関
連
経
費
は
約

１
千
万
円
、
寄
付
金
に
対
し
て

49
％
で
す
。
ま
た
、
控
除
相
当
額
は

１
千
469
万
円
で
す
。

歳
入
を
上
回
る
流
出
と
い
う
課

題
に
対
し
、
差
別
化
す
る
た
め

に
観
光
農
園
や
工
場
見
学
な
ど
体
験

型
返
礼
品
の
強
化
を
図
ら
な
い
か
。

観
光
農
園
と
し
て
は
農
家
が
比

較
的
小
規
模
で
あ
り
、
工
場
も

受
け
入
れ
態
勢
等
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
各
事
業
者
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

避
難
生
活
を
送
る
学
校
体
育
館
、

公
民
館
な
ど
、
洋
式
ト
イ
レ
の

整
備
状
況
は
。

一
部
学
校
の
体
育
館
で
整
備
が

課
題
と
の
認
識
は
あ
り
ま
す
が
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
と
合
わ
せ

て
全
体
の
総
数
は
足
り
て
い
ま
す
。

路
上
喫
煙
対
策
な
ど

　
　
受
動
喫
煙
の
防
止
を

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
体
験
型
返
礼
品
の
増
強
を

避
難
所
指
定
施
設
の

　
　
洋
式
ト
イ
レ
環
境
整
備
を

QQQ

QQ

AA

AA A

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

市
の
特
色
が
活
か
さ
れ
ず
、
総

花
的
で
戦
略
性
が
薄
い
の
で
は
。
全

て
や
ろ
う
と
し
て
い
な
い
か
。

情
報
受
信
側
の
欲
し
い
情
報
が

特
定
で
き
な
い
た
め
、
ま
ず
は

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
の
魅
力

と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
を
多
方
面

へ
発
信
し
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
が
非
常
に

甘
い
。
世
帯
収
入
、
家
族
趣
向

に
よ
り
、
か
な
り
違
い
が
あ
る
は
ず
。

た
だ
情
報
を
出
し
て
も
、
差
別
化
で

き
な
い
の
で
は
。

特
に
極
端
に
絞
っ
た
考
え
方
も

検
討
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
広
く

知
っ
て
も
ら
う
中
で
、
ガ
ウ
ラ
の
着

ぐ
る
み
の
活
用
や
子
育
て
環
境
が
良

い
と
い
う
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
等
を
作
成
し

て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
自
分
に
合
う
と

い
う
方
が
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
何
本
作
成
し

た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
後
の
利

用
実
態
は
。

Ｈ
27
年
度
に
地
方
創
生
の
交
付

金
で
、
総
合
編
、
子
育
て
・
教

育
編
、
観
光
編
、
企
業
誘
致
編
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
２
千
枚
作
成
し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
状
況
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
達
成

の
構
図
が
見
え
て
こ
な
い
。
計

画
デ
ザ
イ
ン
の
甘
さ
が
問
題
だ
が
、

戦
略
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
目
指
す
べ
き
で
は
。

皆
様
方
か
ら
の
よ
り
良
い
意
見

等
が
あ
れ
ば
、
十
分
参
考
に
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
が
甘
く
戦
略
性

に
乏
し
い
の
で
は

目
標
を
実
現
す
る
達
成
の
構
図
が

見
え
な
い
こ
と
が
問
題

QQ

QQ

AA

AA
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佐
藤 

麗
子　
議
員　
（
志
清
会
）

粕
谷 

智
浩　
議
員　
（
新
風
会
）

議会だよりそでがうら2017.5

一般質問市政を問う

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
定
住
人
口
増
加
に
向
け
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

※
市
街
化
調
整
区
域
・・・
市
街
化
が
抑
制
さ
れ
る
区
域
。店
舗
や
住
宅
の
建
築
な
ど
に
制
限
が
あ
る
。

市
民
と
目
指
す
べ
き
将
来
の
方

向
性
を
共
有
す
る
た
め
、
地
区

別
・
各
分
野
別
の
団
体
と
の
意
見
交

換
、
無
作
為
抽
出
の
市
民
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
等
新
た
な
手

法
も
取
り
入
れ
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
市
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
、
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
次
期
総

合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

児
童
数
増
加
が
予
想
さ
れ
る
奈

良
輪
小
の
増
築
工
事
に
つ
い
て
。

Ｈ
31
年
度
以
降
、
数
年
内
に
４

教
室
程
度
の
不
足
が
生
じ
る
と

推
計
し
て
い
ま
す
。
H
29
年
度
に
増

築
設
計
業
務
を
行
い
、
H
30
年
度
の

工
事
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。�

高
須
箕
和
田
線
の
南
袖
へ
の
延

伸
工
事
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

地
方
創
生
道み
ち

整せ
い
び備

推
進
交
付
金

を
活
用
し
て
Ｈ
30
年
度
に
工
事

着
手
し
、
H
33
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

施
政
方
針
へ
の
取
組
み
・
評
価

・
課
題
に
つ
い
て
。

Ｈ
28
年
度
の
事
業
は
、
一
部
工

事
等
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
事

業
も
あ
り
ま
す
が
、
概
ね
予
定
ど
お

り
進
捗
し
て
お
り
、
大
き
な
課
題
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
期
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い

て
４
市
で
ど
の
よ
う
な
検
討
を

し
て
き
た
の
か
。

構
成
４
市
が
緊
密
な
連
絡
・
調

整
を
図
り
、
建
設
候
補
地
の
選

定
や
事
業
形
態
、
施
設
規
模
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
木

更
津
市
を
除
く
３
市
の
中
で
、
候
補

地
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ｈ
28
年
度
の

　
施
政
方
針
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

Ｈ
29
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

QQQ

QQ

AA

AAA

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
県
の
方
針
に

則
し
次
期
都
市
計
画
に
て
開
発
の
可

能
性
を
位
置
付
け
、
市
内
で
他
の
土

地
利
用
の
可
能
性
が
あ
る
市
街
化
調

整
区
域
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

代
宿
神
納
線
（
平
成
通
り
）
は
、

幹
線
道
路
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
大
部
分
が
調
整
区
域
で
あ
る
た
め
、

商
業
施
設
が
作
ら
れ
な
い
の
は
、
も

っ
た
い
な
い
。
特
例
を
設
け
な
い
か
。

特
例
を
設
け
る
事
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
主
要
幹
線
道
路
沿
線
な

の
で
、
土
地
利
用
の
可
能
性
が
広
が

る
地
区
計
画
制
度
を
活
用
で
き
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

の
ぞ
み
野
地
区
の
発
展
の
た
め
、

高
速
道
路
上
の
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

に
つ
い
て
再
検
討
し
な
い
か
。

高
速
バ
ス
の
運
行
状
況
や
周
辺

環
境
の
変
化
を
勘
案
し
、
整
備

実
現
の
可
能
性
を
模
策
し
て
い
き
ま

す
。

※
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
っ
て

も
需
要
が
あ
る
場
所
は
、
都
市

計
画
の
中
で
市
街
化
に
す
べ
き
で
は
。

市
街
化
編
入
に
つ
い
て
は
、
土

地
利
用
の
可
能
性
が
高
い
地
域

で
、
地
権
者
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ

た
際
に
は
、
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
800
円
化
や
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
開
業
な
ど
、

周
辺
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
地
域
の
開
発
が
急

務
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

幹
線
道
路
沿
い
は
、
都
市
計
画

法
に
お
け
る
開
発
行
為
の
対
象

と
な
っ
た
場
合
、
宅
地
や
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
等
の
沿
道
サ
ー
ビ
ス
業
、
流
通

業
務
施
設
等
の
都
市
的
土
地
利
用
の

定
住
人
口
増
加
に
繋
げ
る
た
め
、

　
市
街
化
調
整
区
域
の
見
直
し
を
！

幹
線
道
路
沿
い
の
開
発
を
！

QQ

QQ

AA

AA



議
会
だ
よ
り

発行／袖ケ浦市議会　編集／議会広報特別委員会
〒299 - 0292　千葉県袖ケ浦市坂戸市場１－１
	 ℡0438（62）3450（直通）
袖ケ浦市ホームページ　http://www.city.sodegaura.lg.jp

袖ケ浦市議会 検索

N
o.170

平
成
２
9年
5月
１
日

発
行
：
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
議
会

トピックス

ちょっと幸せな気持ちになれる袖ケ浦市内の「風景」
市内の○○で撮った「みんなが元気になれる笑顔」
頑張って活動している市内の「サークルや部活」
あまり教えたくないけど「素敵なスポット」

など「これぞ袖ケ浦！」という写真を募集します。

①写真は、Ｌ判以上またはＪＰＥＧデータ（500KB以上）で、カラーのもの
　※表紙の写真１枚と、裏表紙用に関連の写真を１枚（なくても可）　計２枚
　※返却を希望される方は切手を貼った返信用の封筒を同封

②住所（市内の写真であれば市外在住者でも可）
③氏名（ニックネームがあればそちらも）　④電話番号（またはメールアドレス）
⑤写真のエピソード（必須）
応募いただいた写真は議会広報特別委員会で選考し、表紙掲載をもって選考結果とさせていただきます。
送付先：下記住所　議会広報特別委員会「表紙写真」係　　メール：sode32@city.sodegaura.chiba.jp

表紙の写真を大募集！議会だよりの
風景

応募
方法 風景あり

笑顔あり
サークルあり

お待ちしています

　表紙の写真は、昭和５０年代に久保田
を中心とした長浦地区をセスナ機から
撮った写真です。
　長浦駅前の区画整理が進み、駅前通
り沿いにはすでにたくさんの家が建っ
ていますが、長浦中学校の周りは、家が
建ち始めたばかりです。代宿も、住友
化学の寮などがすでに建っていますが、
住宅はまばらです。下は、写真を提供し
ていただいた神崎さんが所有していた
写真の中の１枚です。埋立て前の久保
田付近の海岸だと思われます。

＊一般質問通告一覧表は6月1日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊�6月定例会の予定は、5月31日（水）に開催される議会運営委員会で正式決定されます。
詳しくは議会事務局（62-3450）へお問い合わせください。

＊請願・陳情の受付は5月29日（月）までです。

日 月 火 水 木 金 土
5／28 5／29 5／30 5／31 6／1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 7/1

6月定例会の予定

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

本会議
10：00～

本会議
10：00～

一般質問受付 議会運営委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

総務企画
常任委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

表紙のヒミツ 6 月 の 定 例 会

全国女子駅伝で素晴らしい走り！昭和中を卒業した土井菜摘さん
　ガウラのボードの前で素敵な笑顔を見せてくれたのは、今年の１月15日に京都で
開催された皇后盃第35回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会で５人抜きをして、
８区を１位で通過した土井菜摘さん。本大会に袖ケ浦市民は初出場。千葉県チー
ムは３位となり、土井さんの素晴らしい走りは、入賞に大きく貢献しました。
　この春、昭和中学校を卒業した土井さんは、現在市立船橋高等学校の陸上競技
部に所属して頑張っています。これからの活躍がとても楽しみです。

笑顔


